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藍
住
町
議
会
だ
よ
り
が
、
今
号
で
記

念
す
べ
き
１
０
０
号
の
発
刊
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
は
住
民
の
代
表
と
し
て

住
民
全
体
の
立
場
に
立
ち
、
予
算
の
執

行
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
、
監
視・

批
判
す
る
機
関
と
し
て
の
役
割
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
議
会
と
し
て
の
権
威

を
守
る
た
め
に
も
執
行
者
と
議
会
は
一

定
の
距
離
を
保
ち
、
町
民
の
福
祉
向
上
、

命
と
財
産
を
守
り
、
私
利
私
欲
で
は
な

く
、
町
の
発
展
に
尽
く
す
べ
き
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
９
年
は
、
台
風
19
号

が
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
、
関
東
を
縦
断

し
て
首
都
圏
を
直
撃
し
ま
し
た
。
気
象

庁
は
最
大
級
の
警
戒
や
避
難
を
求
め
ま

し
た
が
、
各
地
で
大
規
模
な
被
害
が
出

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
対

し
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
の
ほ

か
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
町
議
会
と
し
て
も
全
力
で
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
が
掲
げ
て
い
る
問
題
に
最
後
ま

で
尽
く
し
、
任
期
を
全
う
す
る
こ
と
に

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議会議長
森　　　彪

議議  

長長  

挨挨  

拶拶

1111  

月月

３
日
・
各
種
功
労
者
表
彰

　
　
・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
開
館

記
念
式
典

９
日　
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

10
日　
西
部
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
大
会

11
日
・
藍
住
町
戦
没
者
追
悼
式

　
　
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
▼
99
号
の
校
正
に
つ
い
て

　
　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
第
４
回
議
会
臨
時
会
の
日
程

　
等
に
つ
い
て

13
日
～
14
日

　
　
　
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会
・

視
察
研
修（
東
京
都
）　
P
．11

15
日
・
令
和
元
年
第
４
回
臨
時
会　

P
．５

　
　
・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別

委
員
会

　
　
　
▼
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建

　
設
に
か
か
る
事
務
の
調
査
の

　
件
に
つ
い
て

16
日　
藍
住
町
身
体
障
が
い
者
ふ
れ
あ

い
大
会

18
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
▼
99
号
の
校
正
に
つ
い
て

21
日　
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

22
日　
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別

委
員
会

　
　
　
▼
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建

　
設
に
か
か
る
事
務
の
調
査
の

　
件
に
つ
い
て

25
日
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
・
令
和
元
年
第
５
回
臨
時
会　

P
．５

　
　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
第
４
回
定
例
会
の
日
程
等
に

　
つ
い
て

27
日　
子
ど
も
子
育
て
会
議

28
日　
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
（
上
板
町
） 

P
．11

29
日
・
条
例
可
決
に
か
か
る
諸
問
題
の

特
別
委
員
会

　
　
　
▼
決
議
案
に
つ
い
て

　
　
・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別

委
員
会

　
　
　
▼
証
人
喚
問
に
つ
い
て

1212  

月月

２
日　
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別

委
員
会

　
　
　
▼
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建

　
設
に
か
か
る
事
務
の
調
査
の

　
件
に
つ
い
て

３
日　
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別

委
員
会

　
　
　
▼
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建

　
設
に
か
か
る
事
務
の
調
査
の

　
件
に
つ
い
て

４
日　
12
月
議
会
定
例
会
開
会

５
日　
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別

委
員
会

　
　
　
▼
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建

設
に
か
か
る
事
務
の
調
査
の
件

に
つ
い
て

12
日　
12
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

　
　
　
P
．６
～
P
．10

17
日
・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別

委
員
会

　
　
　
▼
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建

　
設
に
か
か
る
事
務
の
調
査
の

　
件
に
つ
い
て

　
　
・
板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン

タ
ー
組
合
議
会（
板
野
町
）

　
　
・
条
例
可
決
に
か
か
る
諸
問
題
の

特
別
委
員
会

　
　
　
▼
決
議
案
に
つ
い
て

19
日
・
藍
翠
苑
祭

　
　
・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別

委
員
会

　
　
　
▼
証
人
喚
問
に
つ
い
て

　
　
・
12
月
議
会
定
例
会
閉
会

23
日　
令
和
元
年
第
６
回
臨
時
会　

P
．５

24
日
・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別

委
員
会

　
　
　
▼
証
人
喚
問
に
つ
い
て

26
日　
板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

（
北
島
町
）１１  

月月

10
日　
消
防
出
初
め
式（
北
島
町
）

12
日　
藍
住
町
成
人
式

14
日
・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別
委

員
会

　
　
　
▼
証
人
喚
問
に
つ
い
て

　
　
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
▼
１
０
０
号
の
作
成
に
つ
い
て

20
日　
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別
委

員
会

　
　
　
▼
証
人
喚
問
に
つ
い
て

24
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
▼
１
０
０
号
の
校
正
に
つ
い
て

30
日　
新
潟
県
議
会
議
員
行
政
視
察

31
日
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
▼
１
０
０
号
の
校
正
に
つ
い
て

　
　
・
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別
委

員
会

　
　
　
▼
事
情
聴
取
に
つ
い
て

議 会 の う ご き議 会 の う ご き

消防出初め式
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議会だより 100号の歩み

　1995（平成₇）年₅月25日発行の創刊号から25
年、藍住町議会だよりは今回で第100号を迎えま
した。
　創刊号は、一般質問を中心に当時の議会の構成
や審議結果などが掲載されおり、旧藍住町議会議
事堂での議会風景が表紙を飾っています。
　創刊以来、地方自治の重要性を鑑み、町の諸施
策の審議内容や議会運営など町政全般についての
記事を中立・公平に取扱い、読みやすく、親しみ
やすい「議会だより」にすべく編集してまいりまし
た。
　第100号をひとつの通過点として、今後とも議
会活動に関心をもっていただけるよう、よりよい
紙面づくりを心がけていきたいと思いますので、
御協力をお願い申し上げます。

藍住町議会だより編集委員会

●創刊号●

1995（平成７）年５月25日発行

●第50号● ●第60号● ●第70号● ●第80号● ●第90号●

2007（平成19）年８月25日発行 2010（平成22）年２月25日発行 2012（平成24）年８月25日発行 2015（平成27）年２月25日発行 2017（平成29）年８月25日発行
・議員定数を20人から
  16人へ削減

・第3子以降就学前児童の
  保育料・授業料無料化

・藍住町議会議員選挙 ・町マスコットキャラクタ
  ー「あいのすけ」御披露目

・人口3万5,000人を突破

1997（平成９）年８月25日発行
・藍住町合同庁舎完成

2000（平成12）年２月25日発行 2002（平成14）年８月25日発行 2005（平成17）年２月25日発行

●第10号● ●第20号● ●第30号● ●第40号●

・藍住町こども議会開催 ・藍住町東中富桜づつみ公園開園 ・町制施行50周年
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３件の請願があり、賛成多数で採択されました。
● 生活保護基準引き下げ中止を求める請願書
　  請 願 者　　徳島県生活と健康を守る会連合会　会長　井出　幸夫
　  紹介議員　　西岡　恵子
　　「生活保護基準引き下げ中止を求める意見書」を提出
　  提 出 先　　内閣総理大臣、厚生労働大臣
　（概要） �　生活保護基準が2018年10月１日から連続で引き下げられ、2020年も引き下げられる予定である。

生活保護費も、2013年に戦後最大規模の引き下げが行われ、2015年まで連続で削減されている。　
生活保護基準の引き下げは、生活保護利用者だけの問題ではない。住民税の非課税基準など国の47
制度と連動して、影響を及ぼす。このように社会の土台が沈んでしまえば、国全体が沈んでしまう。

● 国民健康保険税を協会けんぽ並みに引き下げる改善を求める請願書
　  請 願 者　　徳島県生活と健康を守る会連合会　会長　井出　幸夫
　  紹介議員　　小川　幸英
　　「国民健康保険税を協会けんぽ並みに引き下げる改善を求める意見書」を提出
　  提 出 先　　内閣総理大臣、厚生労働大臣
　（概要） �　国保は低所得者が多数加入しているが、１人当たりの保険税は、協会けんぽの1.3倍、組合健保

の1.7倍に上る。国保税には、家族人数に応じて負担が増える「均等割」があり、子育て世帯などでは、
国保と協会けんぽの保険料の格差は２倍に広がる。
　こうした問題の解決のため、地方団体は、「１兆円の公費投入」など、国の財政支援により国保税
を協会けんぽの保険料並みに引き下げることを求めている。
　高すぎる国保税を引き下げ、格差を解消することは、国民のくらしと健康を守り、国保制度の健
全な運営と医療保険制度安定のためにも不可欠である。

● 「マクロ経済スライド」を廃止し、最低保障年金制度の創設を求める意見書の採択に関する請願書
　  請 願 者　　全日本年金者組合徳島県本部　委員長　井上　尚
　  紹介議員　　林　　　茂
　　「マクロ経済スライド」を廃止し、最低保障年金制度の創設を求める意見書」を提出
　  提 出 先　　内閣総理大臣、厚生労働大臣
　（概要） �　「公的年金だけでは老後の資金が2,000万円足りない」と記述した金融庁審議会の報告書は、多く

の国民に衝撃を与えた。
　「人生100年時代」などといわれる昨今、年金水準が減り継ける年金改定の仕組みは、長寿社会の
土台を揺るがしかねない。また、地方創生においても、地域経済や地方財政に及ぼすマイナス影響
がつよく懸念されるところである。
　今こそ、「減らない年金、安心の年金」をつくることが必要である。そのためには、マクロ経済ス
ライド制度を直ちに廃止し、「減らない年金」にするとともに、若い人も高齢者も安心できる抜本的
な年金制度の改革を強く求めるものである。

１件の陳情があり、議員に配布しました。
● 電気設備工事・管設備工事の分離発注推進のお願い
　  陳 情 者　　一般社団法人　徳島県設備業協会　会長　石川　雅一

請願・意見書・陳情

12月定例会　12月議会定例会が12月４日から19日までの16日間の会期で開会され、
次の議案について審議しました。
　一般質問では５人の議員が登壇し、町政について質問しました。

〜議員提案〜〜議員提案〜
● 藍住町副町長の定数を定める条例の一部を改正することについて………………………………… 可　　決
　 副町長の定数を２人から１人に改める改正
● 藍住町議会議長の不信任決議の動議………………………………………………………………………… 否　　決
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令和元年第５回臨時会令和元年第５回臨時会
　11月25日開催の臨時会において次の議案が上程され、可決しました。
●職員の給与に関する条例の一部改正……………………………………………………………………………… 可　　決
●成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適性化等を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条
　例の整備に関する条例の制定……………………………………………………………………………………… 可　　決
●藍住町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定…………………………………………… 可　　決

令和元年度藍住町一般会計補正予算令和元年度藍住町一般会計補正予算
９，５００万円増額

　  民　生　費
◆障害者福祉サービス給付費	 3，628万円

　  教　育　費
◆幼稚園の子育てのための利用給付費等
	 1,206万円

～主な補正内容（１万円未満四捨五入）～

歳入歳出歳入歳出
それぞれそれぞれ 1１４億３，２００万円予算総額予算総額

令和元年第６回臨時会令和元年第６回臨時会
　副町長の定数を２人から１人とする条例改正案が12月19日に可決したことを受け、髙橋英夫町長が議決に異議があ
るとして20日に「再議（審議のやり直し）」を申し立て、23日に臨時会が招集されました。
　採決の結果、賛成が出席議員（議長含む）の３分の２（９人）を下回り、条例改正案は否決となり、廃案になりました。
●藍住町副町長の定数を定める条例の一部を改正することについての再議

議 員 名

議 案 名

喜
田 　

修

古
川
義
夫

安
藝
広
志

鳥
海
典
昭

徳
元
敏
行

西
岡
恵
子

西
川
良
夫

小
川
幸
英

林

茂

奥
村
晴
明

平
石
賢
治

佐
野
慶
一

永
濵
茂
樹

森

彪

結

果
藍住町副町長の定数を定める条例の
一部改正 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ 否決

採決結果採決結果

○：賛成　×：反対　／：退席○：賛成　×：反対　／：退席

令和元年第４回臨時会令和元年第４回臨時会
　11月15日開催の臨時会において次の議案が上程され、可決しました。
●条例可決にかかる諸問題の特別委員会設置……………………………………………………………………… 可　　決
●藍住町総合文化ホール建設にかかる事務の調査に関する決議………………………………………………… 可　　決
　随意契約を含めたごみ処理の経緯及び建設についての状況を調査するため
　・提出議員　小川　幸英　・賛成議員　林　　　茂、鳥海　典昭、西岡　恵子

議 員 名

議 案 名

喜
田 　

修

古
川
義
夫

安
藝
広
志

鳥
海
典
昭

徳
元
敏
行

西
岡
恵
子

西
川
良
夫

小
川
幸
英

林

茂

奥
村
晴
明

平
石
賢
治

佐
野
慶
一

永
濵
茂
樹

森

彪

結

果
藍住町総合文化ホール建設にかかる事
務の調査に関する決議 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ 可決

採決結果採決結果

○：賛成　×：反対　／：退席○：賛成　×：反対　／：退席

〜町長提案〜〜町長提案〜
● 令和元年度藍住町一般会計補正予算… …………………………………………………………………………… 可　　決
● 藍住町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正… ………………………… 可　　決
● 藍住町上水道事業給水条例の一部改正… ………………………………………………………………………… 可　　決
● 藍住町下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴う関係条例の整備に関する条例の制定
　 … ………………………………………………………………………………………………………………………… 可　　決
● 藍住町下水道事業の設置等に関する条例の制定… ……………………………………………………………… 可　　決
● 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定… ………………………………………………………… 可　　決
● 藍住町教育委員会委員任命の同意… …………………………………………………………………………… 安芸　隼氏
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林
はやし

　　茂
しげる

　議員

問
三
好
市
、
美
馬
市
、
阿

波
市
の
財
政
状
況
を
比

べ
る
と
藍
住
町
は
財
政
力
も
高

く
、
議
員
定
数
を
18
人
に
戻
し

て
も
町
財
政
に
与
え
る
影
響
は

２
人
分
で
７
０
０
万
円
。
こ
の
金

額
が
捻
出
で
き
な
い
町
財
政
か
。

答
財
政
状
況
を
他
自
治
体

と
比
較
す
る
の
は
難
し

く
、
本
町
も
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
。

　

ま
た
、
再
議
に
つ
い
て
は
、
予

算
調
整
権
者
で
あ
る
首
長
に
対

し
て
事
前
の
協
議
が
な
か
っ
た
点

を
理
由
に
し
て
お
り
、
議
員
報

酬
の
額
そ
の
も
の
を
再
議
の
理

由
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

問
下
水
道
の
加
入
件
数
は

５
９
３
件
。
一
般
会
計
か

ら
２
億
円
の
繰
入
れ
が
な
け
れ

ば
、
使
用
料
を
４
倍
に
値
上
げ

が
必
要
。
値
上
げ
も
で
き
ず
半

永
久
的
に
２
億
円
繰
入
れ
し
な

け
れ
ば
下
水
道
事
業
会
計
は
破

綻
す
る
。
下
水
道
を
バ
ラ
色
に

描
き
推
進
し
て
き
た
町
の
責
任

が
問
わ
れ
る
の
で
な
い
の
か
。

答
現
在
５
年
間
の
合
併
浄

化
槽
事
業
を
進
め
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
の
新
た
な
５

年
計
画
で
は
新
設
補
助
を
や

め
、
そ
の
分
を
合
併
浄
化
槽
の

転
換
へ
回
し
、
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

問
こ
け
ら
落
と
し
コ
ン

サ
ー
ト
公
演
の
参
加
者

は
、
町
民
優
先
に
す
べ
き
。

答
町
内
外
１
３
５
２
名
か

ら
応
募
が
あ
り
、
当
選

者
の
割
合
を
９
対
１
と
し
て
抽

せ
ん
を
行
い
、
町
内
５
４
３

名
、町
外
56
名
を
当
選
と
し
た
。

問
雨
天
時
、
障
が
い
者
は

車
椅
子
で
傘
は
さ
せ
な

い
の
で
、
文
化
ホ
ー
ル
左
右
の

ス
ロ
ー
プ
に
ひ
さ
し
を
つ
け
る

こ
と
。答

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
会
場
費
の
減
額
免
除
制

度
を
つ
く
り
老
人
会
な

ど
が
使
い
や
す
く
す
る
こ
と
。

答
減
免
制
度
は
設
け
な
い

こ
と
に
し
て
い
る
。

問
文
化
ホ
ー
ル
建
設
費
と

町
民
１
人
当
た
り
の
コ

ス
ト
は
幾
ら
か
。

答
町
民
１
人
当
た
り
の
コ

ス
ト
は
、
約
14
万
３
６

８
１
円
。
し
か
し
、
事
業
費
の

財
源
に
は
交
付
金
等
が
含
ま
れ

て
お
り
、
町
民
１
人
当
た
り
の

負
担
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

総合文化ホールは町民本位の運営を総合文化ホールは町民本位の運営を
総合文化ホールは幅広く貸し出しができる施設であり御理解いただきたい総合文化ホールは幅広く貸し出しができる施設であり御理解いただきたい

その他の
質　　問

○
汚
水
処
理
事
業
に
つ
い
て

問
参
加
者
か
ら「
立
派
な

文
化
ホ
ー
ル
を
建
て
る

お
金
が
あ
る
の
に
記
念
品
を
け

ち
る
な
。
行
き
た
く
て
も
行
け

な
い
人
に
は
後
で
記
念
品
を
届

け
て
ほ
し
い
」な
ど
不
満
の
声

を
多
く
聞
く
が
、
記
念
品
の
改

善
と
児
童
生
徒
の
演
奏
者
に
も

記
念
品
を
渡
す
べ
き
で
は
な
い

か
。答

記
念
品
に
係
る
支
出
は

47
万
５
５
０
０
円
で
、

昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
。
参
加
者
か

ら
意
見
等
あ
れ
ば
、
予
算
の
範

囲
内
で
選
定
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
演
奏
者
等
へ
の
記
念

品
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

く
。

敬老のつどいの記念品など改善を敬老のつどいの記念品など改善を
予算の範囲内で選定していきたい予算の範囲内で選定していきたい

敬老のつどい

下
水
道
か
ら
合
併
浄
化
槽
に

下
水
道
か
ら
合
併
浄
化
槽
に

転
換
し
町
財
政
健
全
化

転
換
し
町
財
政
健
全
化

　　
５
年
計
画
で
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を

５
年
計
画
で
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を

　
進
め
て
い
く

　
進
め
て
い
く
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問
ご
み
減
量
化
に
向
け
た

取
組
と
過
去
５
年
間
の

ご
み
収
集
の
推
移
。
ま
た
焼
却

炉
の
耐
用
年
数
は
何
年
か
。

答
耐
用
年
数
は
50
年
。

過
去
５
年
間
の
ご
み
収

集
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
別
表

参
照
。問

ご
み
集
積
場
に
お
け
る
カ

ラ
ス
や
イ
タ
チ
な
ど
へ
の

対
策
は
。

答
侵
入
箇
所
に
網
目
の
小

さ
な
も
の
を
張
る
こ
と

で
改
善
し
て
い
る
。

問
高
齢
化
や
単
身
世
帯
の

増
加
を
背
景
に
、
家
庭

の
ご
み
を
集
積
場
ま
で
自
分
で

持
っ
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
人
が

増
え
て
い
る
。
大
型
ご
み
も
同

じ
で
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

答
粗
大
ご
み
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
、
身
障
者

の
み
の
世
帯
に
つ
い
て
、
事
前

申
込
み
が
必
要
。

　

通
常
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て

も
、
民
生
児
童
委
員
の
確
認
に

よ
り
申
請
書
の
提
出
が
あ
れ

ば
、
戸
別
に
回
収
に
伺
う
。

問
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
な
い
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
は
。

答
他
の
自
治
体
の
動
向
も

見
守
り
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
保
育
所
の
待
機
児
童
数

と
来
春
の
見
込
み
数
は
。

答
待
機
児
童
は
、
約
70
名
。

今
後
、
民
間
活
力
の
導

入
、定
員
の
弾
力
化
も
あ
わ
せ
、

努
力
し
て
い
き
た
い
。

問
板
野
町
や
北
島
町
で
は

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小

中
学
校
の
給
食
費
を
半
額
補
助

す
る
な
ど
子
育
て
支
援
を
積
極

的
に
進
め
て
い
る
が
、
本
町
に
お

い
て
も
補
助
を
検
討
し
て
は
。

答
財
政
負
担
増
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
慎
重
に
見

き
わ
め
た
い
。

問
町
内
学
校
に
お
け
る
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
給
食
が
必

要
な
人
数
は
。 

答 

町
立
保
育
所
で
７
名
、

幼
稚
園
11
名
、
小
学
校

１
３
５
名
、
中
学
校
71
名
。

問
児
童
館
等
の
遊
具
の
劣

化
が
ひ
ど
く
危
険
な
箇

所
が
あ
る
。
遊
具
を
充
実
で
き

な
い
か
。

答
不
具
合
の
連
絡
が
あ
る

た
び
に
補
修
対
応
を
し

て
改
修
し
て
い
る
。

４
地
区
で
実
施
し
て
い
る
、
い
き

い
き
百
歳
体
操
、
脳
の
健
康
教

室
、
元
気
に
な
れ
る
運
動
教
室

の
参
加
人
数
と
取
組
は
。

答
参
加
者
は
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
が
年
間
延
べ
約

１
０
０
０
人
、
い
き
い
き
百
歳
体

操
が
延
べ
１
０
３
２
名
、
脳
の
健

康
教
室
は
４
１
４
名
。
体
操
講

習
等
や
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
等
を

行
っ
て
い
る
。

問
町
の
検
診
に
お
い
て
聴
力

の
検
診
は
し
て
い
る
か
。

答 

聴
力
は
対
象
外
。

問
65
歳
以
上
の
人
口
と
高

齢
者
の
単
身
世
帯
は
何

件
あ
る
か
。

答
65
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、
８
３
８
０
人
。
高

齢
者
の
単
身
世
帯
は
５
２
５
人
。

問
認
知
症
の
実
情
と
対
策

は
。

答
町
内
で
は
９
９
０
人
が
認

知
症
の
判
定
を
受
け
お

り
、
初
期
段
階
か
ら
医
療
機
関
等

と
連
携
し
、取
組
を
進
め
て
い
る
。

問
老
人
憩
の
家
で
実
施
し
て

い
る
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

子育て支援について子育て支援について
　　財政負担を見込み慎重に見きわめたい財政負担を見込み慎重に見きわめたい

その他の
質　　問

○
町
内
の
舗
装
に
つ
い
て

○
通
学
路
の
歩
道
に
つ
い
て

小
お

川
がわ

　幸
ゆき

英
ひで

　議員

ご
み
対
策
に
つ
い
て

ご
み
対
策
に
つ
い
て

啓
発
活
動
に
努
め
る

啓
発
活
動
に
努
め
る

　　

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

　
現
在
の
取
組
の
効
果
を
検
証
し
つ
つ

　
現
在
の
取
組
の
効
果
を
検
証
し
つ
つ

　
支
援
し
て
い
く

　
支
援
し
て
い
く

小動物の侵入防止のため
ネットが張られたごみ集積所

５年間のごみ収集の推移
年　度 H26 H27 H28 H29 H30

家庭系
[ｔ/年] 処理量

燃やせるごみ 5,992 5,965 5,808 5,869 5,820

廃プラスチック類 1,050 997 993 924 967

粗大ごみ 184 196 207 204 185

その他 1,431 1,392 1,324 1,267 1,302

家庭系ごみ計 8,657 8,550 8,332 8,264 8,274

事業系
[ｔ/年] 事業系ごみ 2,036 1,990 2,055 1,964 2,039
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問
本
町
の
特
徴
、「
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
」

へ
の
取
組
と
男
性
の
育
児
休
業

の
取
得
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
、

こ
の
時
期
は
ス
ト
ッ
プ
！ 

D
V
強
化
推
進
月
間
、
親
し
い

関
係
で
の
暴
力
の
な
い
社
会
を

目
指
し
様
々
な
啓
発
活
動
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
務
省
の

犯
罪
白
書
で
は
、D
V
の
検
挙

数
は
、
２
０
０
２
年
比
10
倍
超

と
公
表
、D
V
の
あ
る
と
こ
ろ

に
は
児
童
虐
待
も
疑
わ
れ
ま

す
。

　

D
V
や
性
暴
力
・
性
差
別

の
な
い
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、本
町
の
現
状
、

加
害
者
・
被
害
者
に
な
ら
な
い

取
組
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

を
策
定
し
推
進
し
て
い

る
が
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、
町
民
へ
の

周
知
と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
る
。

　

ま
た
、
今
後
町
と
し
て
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
の
方
が
相
談
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
や
迅
速
な
対
応
に
努

め
、
被
害
の
拡
大
化
、
深
刻
化

を
防
い
で
い
き
た
い
。

　

な
お
、
本
町
の
男
性
職
員
で

育
児
休
業
を
取
得
し
た
者
は
い

な
い
。

問
日
本
遺
産
認
定
の
も
と
、

阿
波
藍
の
文
化
伝
承
・

観
光
振
興
等
で
の
情
報
発
信
の

進
捗
状
況
や
、「
イ
ン
デ
ィ
ゴ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
９
」、
ま

た
、
藍
染
め
普
及
推
進
事
業
と

し
て
、
藍
の
栽
培
か
ら
蒅
の
完

成
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

お
か
げ
で
す
。

　

今
後
の
藍
関
連
事
業
へ
の
取

組
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答
ま
ず
、
日
本
遺
産
事
業

に
つ
い
て
は
、
養
成
講

座
の
継
続
、
構
成
文
化
財
の
開

設
板
の
整
備
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
の
た
め
の
映
像
作
成
等
を
行

う
予
定
。

　

次
に
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
１
９
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
に
よ
る
ヘ
ア
メ
イ
ク

や
、
モ
デ
ル
自
ら
が
作
成
し
た

衣
装
等
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、

藍
の
魅
力
を
大
い
に
発
信
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
去
年
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
完
成
さ
せ
た
藍
住
町
産

蒅
は
、
町
内
小
学
校
で
の
藍
の

学
習
等
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

男女共同参画社会の実現男女共同参画社会の実現
町民への周知と理解が得られるように努める町民への周知と理解が得られるように努める

藍関連事業への今後の取組藍関連事業への今後の取組
関係機関と連携をしながら藍をＰＲしていく関係機関と連携をしながら藍をＰＲしていく

西
にし

岡
おか

　恵
けい

子
こ

　議員

問
子
供
を
取
り
巻
く
ネ
ッ

ト
環
境
の
急
激
な
変
化

の
な
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス

マ
ホ
）依
存
や
S
N
S
で
の
誘

拐
容
疑
事
件
・
性
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
事
例
が
次
々
お
こ

り
、
徳
島
県
に
お
い
て
も
中
高

生
の
被
害
が
急
増
し
、
県
警
に

よ
る
と
、
中
学
生
は
２
０
１
７

年
２
人
だ
っ
た
の
が
本
年
10
月

末
現
在
21
人
で
10
倍
。

　

町
の
対
策
を
尋
ね
ま
す
。

答
小
学
校
５
年
生
か
ら
中

学
生
ま
で
は
、
少
な
く

と
も
年
１
回
外
部
の
専
門
家
に

よ
る
指
導
や
、
教
師
に
よ
る
指

導
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

 

保
護
者
啓
発
と
し
て
は
、
各

校
と
も
文
書
の
配
布
や
講
演
会

な
ど
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

携帯電話・スマートフォン被害への取組携帯電話・スマートフォン被害への取組
家庭啓発を進め学校での指導も充実させていく家庭啓発を進め学校での指導も充実させていく

インディゴコレクション2019

その他の
質　　問

○
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
組
に
つ
い
て

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
つ
い
て
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

監査委員（非常勤特別職）の待遇について監査委員（非常勤特別職）の待遇について
他の自治体の状況も勘案しながら判断する他の自治体の状況も勘案しながら判断する

徳
とく

元
もと

　敏
としゆき

行　議員

問
監
査
委
員
の
任
命
及
び

報
酬
決
定
に
つ
い
て
、

町
の
規
則
や
条
例
は
あ
り
ま
す

か
。答

監
査
委
員
の
報
酬
に
つ

い
て
は
、「
特
別
職
の

職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
」
の
中
で
定
め
ら

れ
て
い
る
。

問
所
有
す
る
資
格
に
対
応

す
る
報
酬
・
待
遇
の
規

定
は
あ
る
の
で
す
か
。

答
「
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
」
で
は
、
監
査
委
員

を
初
め
教
育
委
員
会
委
員
や
選

挙
管
理
委
員
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
な
ど
、
様
々

な
特
別
職
の
報
酬
を
定
め
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
報
酬
額
は
業

務
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
国
家

資
格
や
免
許
に
よ
る
報
酬
の
差

と
い
う
の
は
設
け
て
い
な
い
。

問
現
在
の
報
酬
額
は
い
つ

頃
決
め
た
も
の
で
す
か
。

現
在
の
町
の
決
算
状
況
が
安
定

し
て
好
結
果
な
の
は
石
川
前
町

長
の
努
力
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
が
、
10
年
先
に
安

定
し
た
財
政
状
況
を
維
持
す
る

に
は
、
公
認
会
計
士
の
監
査
報

告
は
町
政
判
断
の
重
要
な
資
料

と
な
る
と
考
え
ま
す
。
監
査
委

員
の
職
責
の
重
要
性
を
鑑
み
て
、

資
格
等
に
応
じ
た
報
酬
の
設
定

区
分
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
改

定
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。

答
特
別
職
、
非
常
勤
の
報

酬
と
い
う
の
は
、「
特

別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
」
の
中
、

全
体
の
中
で
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

の
職
種
の
他
の
自
治
体
の
状
況

も
勘
案
し
な
が
ら
判
断
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
た
め
、
御
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

令和元年度 町村監査委員全国研修会 令和元年度 町村監査功労者表彰式
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問
藍
住
町
の
将
来
の
展
望

を
勘
案
す
る
と
き
、
人

口
並
び
に
町
内
の
有
能
な
人
材

の
育
成
と
確
保
が
課
題
で
あ

る
。

　

11
月
30
日
の
徳
島
新
聞
で

は
、「
飯
泉
嘉
門
知
事
と
の
懇
談

会
で
、
県
内
の
大
学
長
ら
か
ら

若
者
の
県
内
定
着
に
向
け
た
取

組
を
求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。」

と
掲
載
。　

　

い
い
企
業
は
、
場
所
を
選
ぶ
。

敷
地
面
積
確
保
、
環
境
、
排
水

面
等
、
様
々
な
条
件
が
必
要
。

地
域
の
現
状
も
十
分
把
握
さ
れ

企
業
誘
致
に
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

若
者
の
町
内
定
着
に
は
、
安

定
し
た
企
業
が
一
番
。

答
宅
地
化
が
著
し
く
進
ん

だ
現
在
で
は
、
大
規
模

工
場
が
操
業
で
き
る
広
大
な
土

地
は
町
内
に
見
当
た
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
町
内
の
商
業
地
化

が
著
し
く
、
第
３
次
産
業
就
業

者
数
は
過
去
30
年
間
で
倍
増
し

て
い
る
。こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

国
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
企

業
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
を
含
め
た
仕
事
の
場
の
確

保
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
な
ど
の
移

住
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た

取
組
を
審
議
し
、
取
り
ま
と
め

て
い
き
た
い
。

永
なが

濵
はま

　茂
しげ

樹
き

　議員

その他の
質　　問

○
新
年
度
に
備
え
、
公
共
施
設
の
安
全
対
策

　
（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
防
犯
灯
、
歩
道
の
ラ
イ
ン
引
き
）

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

企業誘致周知情報対策企業誘致周知情報対策
国や県と連携しながら取り組んでいく国や県と連携しながら取り組んでいく

問
文
化
ホ
ー
ル
開
館
式
典
、

こ
け
ら
落
と
し
は
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
て

い
た
が
、
反
面
、
駐
車
場
問
題
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
よ

り
、「
西
側
の
緑
地
広
場
を
整
理

し
て
、
近
く
に
駐
車
場
を
造
っ

て
ほ
し
い
。
高
齢
者
は
足
が
痛

い
、
雨
の
日
等
傘
を
さ
し
て
は

無
理
、
町
民
の
た
め
の
文
化

ホ
ー
ル
。」と
の
声
が
あ
っ
た
。

　

駐
車
場
の
整
備
を
要
請
す

る
。答

緑
地
広
場
は
緑
の
広
場

の
代
替
え
と
し
て
再
整

備
を
し
た
も
の
で
、
人
と
車
両

の
分
離
を
図
っ
て
い
る
。　
　

　

ま
た
、
中
央
ク
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
前
に
身
体
障
が
い

者
用
駐
車
場
や
屋
根
を
造
っ
て

お
り
、
雨
天
時
等
は
そ
ち
ら
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総合文化ホール開館に備え周辺対策、町民の声総合文化ホール開館に備え周辺対策、町民の声
利用者に安心して楽しんでいただける環境も必要利用者に安心して楽しんでいただける環境も必要

問
社
会
全
体
の
高
齢
者
事

故
多
発
に
つ
き
運
転
免

許
証
が
返
納
さ
れ
て
い
る
折
、

藍
住
町
議
員
と
し
て
北
海
道
の

音
更
町
役
場
に
町
長
同
伴
で
バ

ス
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
っ

た
。

　

研
修
内
容
を
参
考
に
、
藍
住

町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
運

行
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
。

答 

２
か
年
で
地
域
公
共
交

通
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
年
度
は
専
門
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
入
れ
、
基
礎
条
件

の
資
料
収
集
と
分
析
を
行
っ
て

い
る
。

　

次
の
段
階
と
し
て
は
、
町
内

全
域
を
対
象
に
、
交
通
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
と
既

存
の
公
共
交
通
の
利
用
実
態
調

査
を
行
う
予
定
。

コミュニティーバス運行コミュニティーバス運行
２か年で地域公共交通の在り方について検討を行う２か年で地域公共交通の在り方について検討を行う

総合文化ホール西側身体障がい者用エリア
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町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に
参
加

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に
参
加

　
11
月
13
日
、
町
村
議
会

議
長
全
国
大
会
が
東
京
都

（
N
H
K
ホ
ー
ル
）で
開

催
さ
れ
、
森
彪
議
長
が
参

加
。
大
会
で
は
、
地
方
議

員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
る
と
し
て
、
国

に
議
会
の
機
能
強
化
及
び

人
材
確
保
の
た
め
の
環
境

整
備
策
を
求
め
る
重
点
要

望
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
28
日
に
板
野
郡

町
議
会
議
員
研
修
会
が

上
板
町（
技
の
館
）で
開

催
さ
れ
、
本
町
議
会
か

ら
10
名
の
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

川
端
順
氏
よ
り「
夢

破
れ
た
先
に
も
」と
題

し
て
、
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

11
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
臨
時
会
に
お
い

て
、
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建
設
に
か
か
る
事
務

の
調
査
に
関
す
る
決
議
が
可
決
さ
れ
、
当
委
員
会
に

１
０
０
条
調
査
権
等
が
委
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
文
化
ホ
ー
ル
建
設
の
過
程
で
出
て
き

た
ご
み
の
処
理
や
、
当
初
約
38
億
円
と
さ
れ
た
建
設
費

が
約
50
億
円
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
、

12
月
２
日
、
３
日
、
５
日
、
24
日
と
１
月
20
日
に
証
人

喚
問
を
行
い
ま
し
た
。

板
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

板
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

に
参
加

に
参
加

定　例　会　案　内定　例　会　案　内

詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ ● 議会事務局 ☎637–3127

次の定例会は３月です。
（定例会日程についてはホームページで掲載予定です。そちらをごらんください。）

次号は５月に発行します。

本会議を傍聴しませんか

① 住所・氏名・電話番号を明記。
② 掲載時に匿名を希望する方は申し出てください。
③ 字数は500字以内。
④ 投稿者の多い場合には、掲載月を調整する場合があります。

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政・議会だよりに関する御意見をお寄せください。

投投 稿稿 規規 定定

委
員
会
構
成

委
員
会
構
成

総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別
委
員
会

総
合
文
化
ホ
ー
ル
特
別
委
員
会

　

令
和
元
年
第
４
回
臨
時

会
に
お
い
て
、
藍
住
町
議

会
議
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
可
決
に

係
る
諸
問
題
の
調
査
の
た

め
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。条

例
可
決
に
か
か
る

条
例
可
決
に
か
か
る

諸
問
題
の

諸
問
題
の

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

委
員
長　

徳
元　

敏
行

副
委
員
長　

鳥
海　

典
昭

委

員　

喜
田　
　

修

委

員　

古
川　

義
夫

委

員　

安
藝　

広
志

委

員　

西
岡　

恵
子

委

員　

西
川　

良
夫

委

員　

小
川　

幸
英

委

員　

林　
　
　

茂

委

員　

奥
村　

晴
明

委

員　

平
石　

賢
治

委

員　

佐
野　

慶
一

委

員　

永
濵　

茂
樹

喜 田　修 議員

喜田 修議員に喜田 修議員に
永年功労者表彰永年功労者表彰

永濵茂樹副議長・古川義夫議員に感謝状永濵茂樹副議長・古川義夫議員に感謝状

　11月13日、第63回町村議会議長会全国大会にお
いて、30年以上の永きにわたり町村議会議員として
議会活動に勤しみ、地域社会の振興発展及び住民
福祉の向上に尽力されたとして表彰されました。

　12月19日、藍住町議会議員に対する感謝状贈呈式が行われました。
　本町議会議員として20
年にわたり精励され、議長
及び副議長の重職を歴任
されるなど、議会の円滑な
運営と町勢発展に貢献さ
れたとして、町長より感謝
状が贈呈されました。
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委
員
長　
　

西　

岡　

恵　

子

副
委
員
長　
　

林　
　
　
　
　

茂

委

員　
　

安　

藝　

広　

志

委

員　
　

徳　

元　

敏　

行

徳命  徳命  阿部　タケコ 阿部　タケコ 氏氏わたしの一言わたしの一言わたしの一言わたしの一言

春日  春日  平野　治平 平野　治平 氏氏町民の声町民の声町民の声町民の声

　

編
集
委
員
と
し
て
４
年
間

わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
議

会
だ
よ
り
、
今
期
最
後
の
編

集
は
記
念
す
べ
き
第
１
０
０

号
に
な
り
ま
す
。
議
会
だ
よ

り
の
歩
み
と
し
て
、
表
紙
と

主
な
出
来
事
を
掲
載
し
ま
し

た
。
表
紙
を
飾
っ
た
子
供
達

は
今
何
を
し
て
い
る
の
か
な
、

藍
住
町
に
帰
っ
て
き
て
活
躍

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
、
読
者
か
ら
投
稿
が

あ
り
ま
し
た
。
大
変
貴
重
で

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
投
稿

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
公
序
良
俗
に
反

し
な
い
、
特
定
の
思
想
に
と

ら
わ
れ
な
い
、
自
由
な
投
稿

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
回
１
０
１
号
は
、
新
編

集
委
員
が
担
当
し
ま
す
。

（
徳
元　

敏
行
）

議議
会会
だだ
よよ
りり
編編
集集
委委
員員
会会

～地域防災について～
　毎年のようにどこかで大きな災害が聞こえてきます。いざという時の備えを常日頃
からしておかなければと考えます。私の暮らす徳命地区は1997年に「みなでやらんで
会」の名称で自治会を組織し、2002年「徳命東・西自治会」に改称、2011年の東日本大
震災を受けて防災組織への検討を進め、2013年（平成25年）「徳命東・西自治会自主防
災会」に変更し現在に至っております。全会員ワンチームで地域力を高め防災・減災と、
被災後の速やかな復旧を成し遂げなければなりません。私も救命救急の講習で心臓マッサージの手ほど
き・AED・ロープワークなど、数々の体験ができました。
　私が参加させてもらっている全国食生活改善推進員協議会「藍愛グループ」でも防災食メニューを知っ
てもらうための活動をお手伝いしています。地域ぐるみの諸活動に感謝しつつ、いざという時に自分の
足で動けるよう健康に気をつけていきたいと思います。

　雲一つない澄み渡る秋空、菊花香る好日和、朝日に浮きあがる濃い藍色に彩られた藍住町総合文化ホー
ルの勇姿の殿堂、県下一を誇るにふさわしい立派な建物に目をみはるばかりです。そして、最初の文化
祭が11月８日、９日、10日と挙行されて、14団体による立派な作品が新築の香りとけ込んで一層輝いて
参観者に喜んでいただき大いに盛り上がりました。今までにない人出だったと思います。
　人が出てくれることは、車といえば駐車場が大切な役目、広いと思われた駐車も満杯の状態。それを
思うとき、隣に居合わせた人との雑談の中であまりにも広い芝生が玄関前の一番近い場所を占領してし
まって、これが設計者の言い分かもしれないけれども、利用する町民にとっては、ましてや障がい者、
高齢者の身になると少しでも近い駐車場がたまらなく欲しいものです。出来上がったばかりの施設、今
すぐどうこうはないにしても、私の小さな一言として書い
てみます。

●この度移動された友好都市河北町との紅藍の碑がぽつ
んと１人寂しそうです。玄関前の芝生を３分の１を残し
て中心に碑を建て、その後に町の木、楠を女性センター
横から移植。

●芝生の３分の２以上を駐車場にする。

　文化ホールとともに藍住町の発展を祈ります。
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